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 心に残る合唱コンクールでした！  

                                                                  10 月 2８日(土)小出郷文化会館 

 ≪スローガン≫ 一唱声春（いっしょうせいしゅん）～思い出に残る一瞬を～ 

 校庭の木々も葉を落とし、冬の到来を感じる季節と

なりました。ひと月前の１０月２８日（土）に小出郷

文化会館で行った合唱コンクールでは生徒の心のこ

もった合唱と吹奏楽部の演奏で大いに盛り上がりま

した。また、多くの保護者・地域の皆様から足を運ん

でいただき、感謝しております。 

  コンクールの最優秀賞は３年Ｂ組の手に渡りましたが、どのクラスもすば 

らしい歌声を響かせて、最後まで審査に悩むほど高いレベルでした。吹奏楽 

部のアンコール曲「Ｕｌｔｒａ ｓｏｕｌ」では、全校生徒が一体になって

盛り上がりました。とても心に残る合唱コンクールでした。 

合唱コンクール結果 

最優秀賞 ３年 B組 

優秀賞 

 

２年 A組 

１年 C組 

 大きな行事を終え、２学期も終盤になりました。１２月には、これまでの教育活動を振り返る２回

目のアンケートを実施します。７月以降に意識してきたことが、「他とのかかわりを通して集団の質

を高め、安心で安定した雰囲気の中で個を伸ばす」ことでした。 

 体育祭や合唱コンクールによって集団の質は高まってきたのではないかと感じています。これから

は”個を伸ばす”ことに力を入れたいと考えています。寒さの厳しい季節を迎えますが、健全な心と

体をバランスよく育みながら、３年生は進路実現に向けて、精一杯学力を伸ばしてほしいと願ってい

ます。また、２年生・１年生は学力はもちろんですが、新たな生徒会組織を作る中でリーダーシップ

やフォロワーシップも身に付けてほしいと思っています。 

                                                                

いじめ見逃しゼロスクール集会 １１月２４日（金） 

 

 １１月の「いじめ見逃しゼロ強調月間」に合わ

せて、生徒会では各専門委員会で絆活動に取り組

んできました。その集大成として全校生徒が体育

館に集まって「いじめ見逃しゼロスクール集会」

を行いました。集会では絆活動の報告と「いじめ

とは何か ～いじりもいじめ～ 」をテーマにし

たファシリテーションを行いました。ファシリテーションは体育祭での軍団別の縦割り班で行いました。 

 ファシリテーションでは①どのような時にいやだと感じるか、②どうすればいじめを止められるのか、

などについて意見を出し合いました。各班の３年生が話し合い活動をしっかりとリードし、学年の枠を越

えてたくさんの意見が出ました。かかわりを広げ、考えを深める有意義な話し合いが行われました。 

 今後も、いじめの根絶に向けて、命や人権をテーマにした授業や取組を行い、誰もが被害者・加害者に

ならない、安心して通える学校を目指していきます。 

 



 小出地区学校保健委員会 １０月２４日 （火） 

 

 １０月２４日（火）に小出小学校において小出地区学校保健委員会が開催されました。

小出地区３小中学校の職員、学校医、学校歯科医、学校耳鼻科医、学校薬剤師、保護者

代表、市担当職員が集まり、児童生徒の健康診断と元気アップ週間の結果を報告し、意

見交換を行いました。生活アンケートや２回目の元気アップ週間での取組結果を受けて、次のような傾向

が見られることが報告されました。学習の意識付けと、家庭での生活が課題となっています。 

 ・第１調査（６月実施）と比較して、目標時刻に就寝している子どもが増加している。 

 （小１～３年：77.3%→69.3% 小４～６年 78.6%→81.5%、中学生 58.4%→60.6%） 

 ・目標とする学習時間を達成できている中学生は 36.7%であり、第１回調査から大きく減少している。 

 ・各家庭で決めたメディアのルールの達成率は、学年が上がるにつれて減少している。 

 ・寝る１時間前のゲームやスマホをやめることについて、小学生では約８割の子どもができているが、 

  中学生では約４割の子どもしかできていない。 

≪体力テストの結果≫学校保健委員会の中で、各学校の体 【小出中シャトルランの平均回数】 

力テストの結果も報告されました。小出中の結果は以下のとおりです。     平成３０年 ７８．３６回 

  ※全国平均を５０とした偏差値です。                            令和 元年 ７５．３１回 
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 健康・体力は生きる力の源である

と考えます。また、中学生は身体も

体力も伸び盛りです。 

  スマホやゲーム機器の普及、部活 
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動の地域移行など、生徒を取り巻く環境は変化していますが、心・技・体のバランスのとれた生徒の育成

に日常的に取り組んでいく必要があると考えていま

す。 

 地域部活動への移行について 

 

 魚沼市は中学校部活動の地域移行について、令和

７年度から平日、休日を合わせた完全実施を目指し

ています。２４日（金）には、今年の２回目の魚沼市地域クラブ活動推進委員会が開かれました。各部活

動が個別にどのような形で地域部活動に移行し、活動していくのかという具体的な動きについては、後日

提示されます。 

 小出中としては、年度当初の学校だより４月号に「部活動の募集」と「部活動の地域移行」についてお

知らせしました。内容は『地域部活動・スポーツ少年団・社会クラブ等の活動が整い、学校での部活動を

必要としない場合は、年度途中でも地域活動等へ移行します。※今年度（５年度）は、募集を停止する部

はありませんでした。』というものでした。今後は市の方針を基に、次の対応をとることにいたします。 

 ①  地域部活動の体制が整い、市教委が地域部活動として認めた場合は、令和５年度途中または令和６ 

  年度初めから地域部活動へ移行する。 

 ② 現２年生が中体連の大会・吹奏楽コンクールを終了した後は、全ての部活動を地域部活動に移行す 

  ることを原則とする。 

 ③ 現２年生が中体連の大会・吹奏楽コンクールを終了した時点で地域部活動の体制が整っていない場 

  合は、現１年生が中体連の大会を終えるまでは、その部活動は学校部活動として継続する。 

 ④ 来年度入学する新１年生については、学校部活動としての募集はせずに、地域部活動としての入部 

  を勧める（上級生の学校部活動が終了するまでは、学校部活動に参加する）。 

 魚沼市では少子化により各学校単位での部活動が成立しにくくなっています。充実した部活動が継続的

に行われるよう、ご理解とご協力をお願いします。 

≪水墨画教室≫ １１月２２日（水） 

 １１月２２日（水）に２年を対象に水墨画教室を行いました。地元在住の講師を招

いての実施でした。昨年は古民家を描きましたが、今年はわらぐつ・わらぞうりが題

材でした。貴重なものを持参していただいてのご指導でした。先人の文化にも触れる

ことができ、生徒にはとても良い経験になりました。 


